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令和３年度卒業生進路結果を振り返って 進路指導部長 田原 泰

右表はＲ３卒業生の進路先一覧です。Ｒ３卒業生の進 大学･短大14名 専門学校10名

路は、大学・短大、専門学校、就職の割合はほぼ同数で、進 室蘭工大１名 ‣ ‣航空 救命士 調理

学・就職ともに決定率100％となりました。卒業生の進 岡山理大１名 ‣ ‣メディア、放送 介護

路実現に向けた努力や取組みが結果となって現れていま 北海学園１名 ‣ ‣ ‣動物飼育 建築 ダンス エ

す。大学については、国立大や私立大など他校と比較してもレベルや進学率 道医療大２名 ‣ンタ 医療事務

で上位の結果を残しており、本校の伝統である個々の生徒への行き届い 札保医大１名 就 職 ７名

た指導がなされています。特に、英語系学科やオーストラリアなどの海外の 道文教大１名 労務事務、製造、

大学進学など本校や本別町の英語教育（英検資格取得など）の成果が 札学院大２名 販売、サービス、

着実に現れています。また、専門学校も各生徒が希望する学校へ進学し 酪 農 大１名 飲食、自営

ています。さらに、就職は管内にとどまらず道内外の事務から飲食など多 科 学 大１名 公 務 員 １名

種多様な業種に就いており、公務員では本別町役場で採用されるなど、 北 星 短 大 １ 名 本別町役場

職業観や地域人材を育成する本校での教育の学びが生きています。 帯大谷短 １名 ｱﾃ゙ﾚー ﾄ゙大(豪) １名

「 ほんべつ高校 学びの部屋 」開設「 ほんべつ高校 学びの部屋 」開設
本別高校では放課後の進学講習を「講義型」から 「自学自習・個別指導型」に変更しました。

勉強したい生徒が、勉強したいタイミングで、勉強したい科目を勉強でき、なおかつ先

生がマンツーマンで教えてくれる。そんな場を放課後の学校につくりました。

５月14日（木）、15日（金）に２、３年生への生徒たちへのガイダンスが行われ、

みんなとても真剣なまなざしで説明を聞いていました。（１年生は８月23日実施予定）

今までは先生に任せておけば「頑張らせてくれた。」けど、これからはそうはいきま

せん。先生と一緒に勉強のスケジュールを立て目標に向かって自分の力で前に進む。 「夢への扉」

先生も今まで以上に 「きめの細かい」サポートを一人一人に

しなければなりません。５月１８日（月）からスタート。

「自分の夢は自分の力でつかむ」そんな生徒たちを最大限の力で

バックアップしたいと考えています。

それが今の本別高校ならできます。がんばれ本高生！！
夢を実現するための部屋は、放課後の２階進路資料室です。 （ 進路指導部長 田原)

現 在 、 十 数 名 の 生 徒

が取り組んでいます 。



３学年進路指導について … ３学年担任 田井中 秀人 先生 （数学・羽球部）
３月に卒業生を送り出しホッとしたのもつかの間、 ４月から３年生担

任として活躍している田井中先生から、昨年度の３年生を担任として指導し

てきた経験を踏まえて、今年度の３年生の進路指導について話を聞きました。

就職について、昨年度は生徒の希望を踏まえ、進路決定と考えていましたが、
就職組の希望先がなかなか定まらず、後手に回った感じがありました。就職希

望している生徒には、 積極的に企業見学などに参加したり、早めに志望理由を考え

たり、面接練習など十分な準備をしてほしいと思います。生徒たちには、 自分

の夢は自分の力でつかむ意気込みが欲しいです。その好事例として、この３月の卒業生で、バスケット

が大好きで自分でバスケット関連の道外企業を探し出し、進路指導部長の田原先生に企業への打診

等問い合わせをしてもらうなど積極的に就職活動した生徒がいました。当然ながら、この生徒の意気

込みは企業でも評価されて、見事、内定をもらい、現在、やりがいをもって働いています。

進学について、多種多様な進学先があります。オープンキャンパスなど多くの情報から、学

費 ・生活費、 自己の適性や将来の職業につながる進学先となっているか、また、選抜方法も含め検討して

いくことが必要です。 10～ 11月頃 、推薦入試 、自己Ｐ Ｒ ・小論文などが科せられる総合選

抜 、 １月全国大入試共通テスト 、 ２月個別入試などです。 １ １月推薦入試で進学先を決定で

きなかった場合にも一般入試でも対応できる、 基礎学力を付ける勉強も今から行っておく必要があります。

進学 、就職にかかわらず 、生徒の夢を実現させるための一年となるので 、 ３学年団と進

路指導部が連携を図り一体となって、生徒への支援・指導を行っていきます。

《田井中先生の挑戦とは》 今年の挑戦は２つあり、「傾聴」と「数学が楽しい科目あることを知

ってもらう」ことです。傾聴により生徒が自分では分からない自分や、どのような行動をすべきかを

気づかせたいと思います。また、数学の教員なので数学の楽しさを伝えられることを目指します。

このことは生徒の夢の実現にもつながるものです。この１年、３年担任・数学教員として踏ん張ります！

夢の実現に向けて ３学年付 佐々木康人 先生 （国語 ・野球部 ）

４月21日（木）６時間目、探究の時間において、生徒個々が１年間の進路

活動スケジュール表のワークシートを配布しました。昨年までは、進学者向

けでしたが、今年度は進学にかかわらず就職についても同様に行うことと

しました。各自が今何をすべきかを考えさせるためです。このスケジュール

表に基づき、オープンキャンパスや企業見学などして、志望先を決定し、そ

のための準備をいつからどのように行っていくかを考えてほしいと思いま

す。今後の探究活動では志望理由書の書き方などの指導を行っていきます。

《佐々木先生の挑戦とは》 目も悪くなり字が読みにくくなっていますが、読書 です。

読書は会えない偉人 ・有名人に会えることや 、身近な問題に関わり考えることができる

新たな知見や発見が得られます。図書館にも良書が沢山あります。是非、読書をススメます。


